
活動紹介 団体名〈 五千石地区自治連合会 〉

活動の名称 五千石小学校教育を支援する会（五光会）

取

組

内

容

五光会は、五千石小学校の子どもの豊かな心を育むために出来た会です。平成５
年、子どもの数の減少に伴いＰＴＡ会員（保護者）数も減少し、ＰＴＡ予算も減少
して行きました。子どもたちのために出来ることが減ってくることを危惧していた
当時の役員と教職員の方々が、何かいい方法がないかと模索していました。そんな
時他校では校区から支援を受けている学校もあると情報があり、色々と調べて明道
小学校の取組をモデルに、ＰＴＡのＯＢ会として「いなほ会」という組織が出来ま
した。その中で、当時の公民館長のアドバイスで、各地区自治会長にも声をかけた
らいいということで、地域全体で子どもを支える会へと拡大させて、会の名称も五
千石小学校校章にある五つの光をモチーフにした「五光会」に変更し、今日に至っ
ています。
組織としては、代議員会、役員会、推進委員会からなり、各地区の保護者の方を

「協力費訪問委員」として、各家庭（原則全世帯）を訪問し寄付金（任意）を集め
ていただき、会の運営費に充てています。そして事務局は五千石小学校にお願いし
ています。
活動の主だったものでは、子どもたちに農業の一環を理解してもらうため、米づ

くり活動として、もち米を田植えから稲刈り、脱穀を体験させ、年末近くにはその
米で「もちつき集会」を毎年行なっています。３月にはその米で作った「紅白の祝
いもち」を卒業生とその保護者及びお世話になった地域の方々にも配っており、現
在も子どもたちの楽しい行事として続いています。又、年一回機関紙「五光会だよ
り」を発行し、地域の皆さんに向けて活動の状況を報告し五光会について理解して
いただくようにしています。
環境整備事業としては、令和元年に５５型液晶TV・スタンドを購入し、全学級

（７学級）に設置しました。授業でタブレットをつないで、写真や動画を瞬時に視
聴できるので、子どもたちの学習意欲が高まっていくことに役立っています。翌令
和２年には、特別教室にも大型液晶TV・スタンドを設置しました。また学校児童
活動支援として児童作品展出展費の補助や小学校新聞購入、文集「あじさい」の購
入を毎年行っており、単年度では熱中症対策で運動会用のテント購入や、中庭の整
備・池の補修作業等も行いました。
地域児童支援活動では、子ども会育成会、スポーツ少年団（バレーボール、ミニ

バスケットボール、野球、マーチングバンド）への補助を行い、子どもたちの心身
の成長の一助になればと思っています。
令和 2年から新型コロナ感染症の広がりがありましたが、保護者の懸命な努力に

より各家庭からの協力金は例年のように集めていただき各事業は何とかやり遂げ
てきました。
令和４年にはコロナ感染症も終息の兆しが見え始めたので、感染症により活動の自
粛を強いられてきた子どもたちのため、秋の「全校バス遠足」を計画し「とっとり
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花回廊」に行くためのバス代等の支援を行い、子どもたちは心より楽しい一日を過
ごすことができました。令和５・６年も続けましたが、特に本年（令和 7年）は音
楽会発表に向けた練習を兼ねて、３・４年生が真っ赤なサルビアが咲く丘で大山を
バックに合唱し、一般のお客さんも足を止めて聞いてくださり、温かい拍手を頂き
ました。子どもたちには一生心に残る思い出となったことでしょう。ある時、数人
の子どもと話す機会があったので、「五光会」って知っている？と聞きました。「知
らない」と答えましたので、「花回廊へのバス遠足」をしている会だよと言ったら、
その子は瞳を輝かせて「僕たちの学年だけでもいいから来年も絶対に連れて行って
欲しい！」と言ってくれました。それだけ楽しい思い出が心に残っていることが分
かり、今後も是非続けて行こうと思っています。

課

題

少子化の波は五千石小学校も例外ではなく、緩やかな児童数の減少が続いていま
す。それに伴い、会費の寄付を集めていただく保護者の数も、各地区１名～数名と
なり、一人当たりの回る世帯数が多くなり負担が大きくなっています。また、子ど
もが一人もいない自治会も出てきており、今後の協力費の集め方を見直す必要も感
じています。
ただ、子どもは地域の宝です。この子たちは将来地域を背負っていくであろうと

思われます。子どものころに体験し、感動したことは一生忘れることはないと思い
ますし、生きる力や脳の成長にも繋がるといいます。子どもたちが瞳を輝かせて夢
中になれる機会を作ってあげれば、生きる上での大切な土台になると思います。
五光会を継続させるために、学校・保護者の方々と一緒になり、子どもたちのため
に何ができるか、どうすれば子供たちのために楽しい活動ができるか、また、マン
ネリにならないような活動・事業を考えて、時代と共に変化する子どもたちに沿っ
た会にして行くことが今後の大きな課題だと思います。
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活動紹介 団体名〈 五千石地区自治連合会 〉

活動の名称 五千石地区若者の会 五千石青風の会

取

組

内

容

五千石青風の会は、五千石地域の行事やイベントに 10 代・20 代の青少年がボラン
ティア活動に参加することを通して、地域の次世代の担い手を育成するために発足
しました。地域の活動に参加することで、地域との繋がりを深め、人間関係を構築
し、地域の良さや地域の魅力を再確認し、次世代の担い手としての自覚を促してい
ます。地域としても若手が参加することで、更なる地域の活性化を図る目的です。
令和 5年 4 月 1日に発足し、米子つつじ祭りでは 45人のメンバーが参加しまし

た。地区民大運動会では大人に混じり役員をし、かき氷のバザーも行いました。他
のも子ども万灯、福市遺跡公園清掃、公民館祭、若鷹ペタンク大会、小学校餅つき
大会、防災フェスタなど様々な行事で活動しております。また防災にも力を入れて
おり防災士の資格をとり、地域防災にも取り組んでいます。今年も二人資格を挑戦
しています。
参加したメンバーの感想は「地域の人に久しぶりに出会った時に声をかけてもら

って嬉しかった」「頼られるのが嬉しい」「出来る事をやってみたいと参加した」「知
らない人同志でたくさんの人のお手伝いする事がたのしかった」などがありまし
た。

活動を通して同年代の繋がりは勿論、異世代との交流をすることにより縦・横の
繋がりが強くなりました。顔を見れば声をかけて頂ける優しくて温かい街で活動す
ることは、今まで私たちを育ててくださった地域への恩返し、五千石の活性化、次
世代へのバトン渡しになるとおもいます。少子高齢化が進む現代で「これからの五
千石は安心だ」と安心していただけるよう地域貢献に取り組み続けようとおもいま
す。

課

題

大学進学以降、地元に戻る人が少ないため会員の流動が激しい。

青風の会で交流したりボランティア活動をしたりする楽しさを全面にアピールし
て、五千石の良さを再認識していただけるよう活動を進めていき、より多い人数で
五千石を支えていきたいです。
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活動紹介 団体名〈県地区自治連合会〉

活動の名称 公民館活動の見直しについて

取

組

内

容

令和７年度から新たな取り組みとして長年継続してきた「公民館祭」と「きない
や・いかいや市」を一つの事業「あがたフェスティバル」として実施しました。一
つの事業としてまとめた理由は、より多くの方に公民館へ来館していただくことに
加え、自治会役員の負担軽減を図るためということを考え計画しました。
事業を一つにまとめたことにより、準備についても公民館役員が分散して会場設
置を行い役員の負担軽減がはかれたものと思います。また、写真のとおり一部を買
い物ができる通りとして賑わいを創出する工夫がされたことにより、結果として公
民館の展示を見学に来た人についても前年比２５％増になっていました。会場をグ
ランドと駐車場、公民館の３会場で実施したこともあり、トータルでは前年比５
０％増くらいの賑わいがあったものと思います。
人が循環できるようなお店の配置などの改善点はありましたが、継続して実施す
ることで新たな来場者につながるものと思います。
大きな決断をして取り組んだ初めての事業で様々な問題点はありますが、「先ず
はやってみる」ことにより問題の所在が明確になり、その後に検証していくことで、
そこから全ての事業の見直しにつながっていくものと思います。

課

題

・近年、地域活動を担う人材不足が大きな問題になっているが、地域の方に負担感
なく楽しみながら関わっていただけるよう事業内容や実施の仕方を考えていきた
い
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活動紹介 団体名〈淀江地区自治連合会〉

活動の名称 芝生広場を活かした淀江の地域づくり

取

組

内

容

【取組の概要】
R元年度：淀江・宇田川保育園の統合建て替えを要望
R２年度：淀江保育園・幼稚園跡地を防災公園として整備することを要望
R３年度：淀江保育園跡地利用検討委員会を発足
R５年度：旧淀江保育園・幼稚園建物の解体撤去
R６年度：米子市防災備蓄倉庫新築と淀江保育園跡地に待望の芝生広場が完成
R７年度：維持管理用乗用芝刈り機を購入
その活用策の第 1 弾として去る 11 月 22 日（土）に「よどえ防災フェスティバ

ル」を盛大に開催しました。
オープニングは淀江キッズクラブのダンスとトランペット演奏、さらに、米子市

消防団淀江町第 1・第 2分団の日頃の活動を紹介するため消防操作を実施した後、
災害等様々な場面で活躍するドローンの災害時の活用方法を学びました。お昼から
は、先着 10 ✕名による大声大会や参加者全員による防災◯ クイズを実施し、たく
さんの人達が参加しました。
一方、体験コーナーでは、火災時の煙空間を実際に体験したり、いざっ！という

時、消火器が使えるかどうか水消火器を使って消火訓練もおこないました。
お楽しみコーナーでは、グラウンドゴルフやモルックのほか、急きょ実施するこ

とになった「米子城ふわふわドーム」など、子ども達にとても人気があったようで
す。
みるコーナーでは、消防自動車の見学や防災服を着て記念撮影、米子市防塞備蓄

倉庫の見学、米子消防器具商会さんによる出張展示やホース等の修理等のご相談コ
ーナーも設けられました。
食べるコーナーでは、淀江町赤十字奉仕団の皆さんによる豚汁 200 食と防災食わ

かめご飯 200 食の作り方講習を実施していただいたほか、「幸せの黄金鯛焼き」と
コーヒーのキッチンカーも登場しました。また、中学生以下の人には地区社協福祉
協議会からミニ綿菓子のプレゼントもありました。
さらに、JA祭りも同時開催され、新鮮野菜の即売会や農作業中事故のVR体験、

「新間合いおにぎり」先着 300 個無料配布、にんじん・さつまいも詰め放題などの
イベントも開催されました。
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課

題

【成果と今後への展望】
災害時には防災の拠点として、平時には地域住民の憩いの場として、淀江公民館

まちづくり協議会を中心に各種団体と協力しながら私達、淀江地域住民全員でこの
広場を大切に活用していきたいと思います。
災害は忘れたころにやってくる。もうそんな悠長な時代ではありません。毎年日

本のどこかで大規模な災害が発生しています。今回の「よどえ防災フェスティバル」
が、防災という切り口でこの芝生広場を活用した淀江の地域づくりの端緒になれば
いいなと感じています。
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活動紹介 団体名〈 大和地区自治連合会 〉

活動の名称 大和海岸・小波海岸清掃

取

組

内

容

大和地区では、大和地区環境をよくする会主催（大和地区自治連合会共催）で

大和海岸及び小波海岸の清掃を行っています。この清掃には、各自治会員の積極的

な参加により海岸及び周辺の美化活動として毎年、恒例の活動として定着していま

す。

特に、小波海岸では、松林の下草除草も行われており松林の景観を保つために

欠かせない活動となっています。

また、小波地区内を流れる塩川では除草作業などが行われ、きれいな川として地

域の自慢になっています。

課

題

・年々高齢者の増加による活動への参加者が減少傾向にあり、若年層の参加向上

・行政を巻き込んだ不法投棄への対策強化
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